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※貫通型零相変流器（窓径：φ40、φ68、φ104）の形状が異なる場合があります。 
 要領書内型式：ZT-□□ 新型零相変流器：ZT-□□C 
 となります。詳細は貫通型零相変流器仕様書を御参照下さい 



＊本資料は、「配線施行上の注意事項」についてまとめたものです。 
 設定方法などの詳細につきましては別冊「低圧絶縁監視装置ＩＧＲ－5００シリーズ取扱説明書」をご参照ください。 
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①  貫通型ＺＣＴ（Ｂ種接地線取付時） 

－２－ 

変圧器 

注意１ ： ＺＣＴの極性は 

            変圧器側→Ｌ 
        接地極側→Ｋ 
              となります 

Ｂ種接地工事 

重畳部Ｂ種接地線 

Ｋ
 

重畳用 
変成器 
ＣＣＴ－３０ 

シールドアース 

シールドアースは該当ユニットの 

SHLD端子へ接続してください 
（ＺＣＴ側では行わないで下さい） 

注意２ ： 4芯シールド線（１.２５mm２程度） 
           を使用してください※                   

＊５０ｍ以上の場合には２芯シールド線を 
 ２本使用してください（最長１００ｍまで） 

ＺＣＴ 

k配線は該当ユニットのK端子へ接続してください 

l配線は該当ユニットのL端子へ接続してください 

端子台 

Ｋ面 kt配線は該当ユニットのM端子へ接続してください 

lt配線は該当ユニットのN端子へ接続してください 

ｌｔ ｋｔ ｋ ｌ 



重畳部Ｂ種接地線 変圧器 

Ｂ種接地工事 

Ｋ
 

重畳用 
変成器 
ＣＣＴ－３０ 

②  貫通型ＺＣＴ（フィーダ取付時） 

フィーダ 

－３－ 

端子台 

注意１ ： ＺＣＴの極性は 

             変圧器側→Ｋ 
          負荷側   →Ｌ 
               となります 

負荷へ 

Ｔ  Ｓ  Ｒ 

ＺＣＴ 

k配線は該当ユニットのK端子へ接続してください。 

l配線は該当ユニットのL端子へ接続してください。 

L面 
kt配線は該当ユニットのM端子へ接続してください。 

lt配線は該当ユニットのN端子へ接続してください。 

ｌｔ ｋｔ ｋ ｌ 

シールドアース 

シールドアースは該当ユニットの 

SHLD端子へ接続してください 

（ＺＣＴ側では行わないで下さい） 

注意２ ： 4芯シールド線（１.２５mm２程度） 
           を使用してください※                   

＊５０ｍ以上の場合には２芯シールド線を 
 ２本使用してください（最長１００ｍまで） 



変圧器 

注意１ ： ＺＣＴの極性は 

            変圧器側→Ｌ 
            接地極側→Ｋ 
              となります 

③  分割型ＺＣＴ（Ｂ種接地線取付時） 

注意２ ：分割型ＺＣＴには試験端子（ Ｋｔ端子－Ｌｔ端子） 
             がありません 
             従って、Ｋｔ－Ｌｔ配線はシールド線を図のように 
             ＺＣＴ内に貫通させ、ＺＣＴのＫ側をＫｔ配線・ 
             Ｌ側をＬｔ配線として取り扱ってください 
             又、配線には 

           ２芯シールド線（１.２５mm２程度）を使用 

            してください※ 

Ｂ種接地工事 

重畳部Ｂ種接地線 

Ｋ
 

重畳用 
変成器 
ＣＣＴ－３０ 

Ｋ配線は該当ユニットの 

Ｋ端子へ接続してください 

Ｌ配線は該当ユニットの 

Ｌ端子へ接続してください 

Ｌｔ配線は該当ユニットの 

Ｎ端子へ接続してください 

Ｋｔ配線は該当ユニットの 

Ｍ端子へ接続してください 
シールドアースは該当ユニットの 

SHLD端子へ接続してください 

（ＺＣＴ側では行わないで下さい） 

シールド 
アース 

ＺＣＴ 
ｌ ｋ 

ＺＣＴのＫ側から抜ける線を 
Ｋｔ配線として扱います 

ＺＣＴのＬ側から抜ける線を 
Ｌｔ配線として扱います 

注意３：Ｋ－Ｌ配線には 

            ２芯シールド線（１.２５mm２程度） 
         を使用してください※ 

   

－４－ 

端子台 

分割型ＺＣＴにはＫ－Ｌ端子が２箇所ありますが、片側の端子はショートバーで短絡されていますので絶対に取り外さないでください 

Ｋｔ側のケーブルと 
Ｌｔ側のケーブルとを 
圧着スリーブ等で接続します 

※ＺＣＴとユニット間の配線距離が５０ｍ以内では 
    Ｋ－Ｌ／Ｋｔ－Ｌｔ配線に４芯シールド線を使用できます 
    ５０ｍ以上では２芯シールド線を２本使用してください 
  （最長１００ｍまで） 



変圧器 

注意１ ： ＺＣＴの極性は 

            変圧器側→Ｌ 
            接地極側→Ｋ 
              となります 

③  分割型ＺＣＴ（Ｂ種接地線取付時） 

Ｂ種接地工事 

重畳部Ｂ種接地線 

Ｋ
 

重畳用 
変成器 
ＣＣＴ－３０ 

－４－ 

分割型ＺＣＴにはＫ－Ｌ端子が２箇所ありますが、片側の端子はショートバーで短絡されていますので絶対に取り外さないでください 

シールドアースは該当ユニットの 

SHLD端子へ接続してください 

（ＺＣＴ側では行わないで下さい） 

ＺＣＴ 
ｌ ｋ 

ＺＣＴのＫ側から抜ける線を 
Ｋｔ配線として扱います 

端子台 

Ｋｔ側のケーブルと 
Ｌｔ側のケーブルとを 
圧着スリーブ等で接続します 

k配線は該当ユニットのK端子へ接続してください 

l配線は該当ユニットのL端子へ接続してください 

kt配線は該当ユニットのM端子へ接続してください 

lt配線は該当ユニットのN端子へ接続してください 

注意２ ： 4芯シールド線（１.２５mm２程度） 
           を使用してください※                   

＊５０ｍ以上の場合には２芯シールド線を 
 ２本使用してください（最長１００ｍまで） 



④  分割型ＺＣＴ（フィーダ取付時） 

重畳部Ｂ種接地線 

注意１ ： ＺＣＴの極性は 

            変圧器側→Ｋ 
         負荷側  →Ｌ 
               となります 

変圧器 

Ｂ種接地工事 

Ｋ
 

重畳用 
変成器 
ＣＣＴ－３０ 

フィーダ 

－５－ 

端子台 

分割型ＺＣＴにはＫ－Ｌ端子が２箇所ありますが、片側の端子はショートバーで短絡されていますので絶対に取り外さないでください 

ＺＣＴ ｌ ｋ 

Ｋｔ側のケーブルと 
Ｌｔ側のケーブルとを 
圧着スリーブ等で接続します 

シールドアースは該当ユニットの 

SHLD端子へ接続してください 

（ＺＣＴ側では行わないで下さい） 

ＺＣＴのＫ側から抜ける線を 
Ｋｔ配線として扱います 

k配線は該当ユニットのK端子へ接続してください 

l配線は該当ユニットのL端子へ接続してください 

kt配線は該当ユニットのM端子へ接続してください 

lt配線は該当ユニットのN端子へ接続してください 

負荷へ 

Ｔ  Ｓ  Ｒ 

注意２ ： 4芯シールド線（１.２５mm２程度） 
           を使用してください※                   

＊５０ｍ以上の場合には２芯シールド線を 
 ２本使用してください（最長１００ｍまで） 



変圧器 注意１ ： ＺＣＴの極性は 

            変圧器側→Ｌ 
            接地極側→Ｋ 
              となります 

⑤  ゴムホルダ用分割型ＺＣＴ（Ｂ種接地線取付時） 

Ｂ種接地工事 

重畳部Ｂ種接地線 

Ｋ
 

重畳用 
変成器 
ＣＣＴ－３０ 

－6－ 

端子台 

ｌ ｋ 

ＺＣＴ 

分割型ＺＣＴにはＫ－Ｌ端子が２箇所ありますが、片側の端子はショートバーで短絡されていますので絶対に取り外さないでください 

シールドアースは該当ユニットの 

SHLD端子へ接続してください 

（ＺＣＴ側では行わないで下さい） 

k配線は該当ユニットのK端子へ接続してください 

l配線は該当ユニットのL端子へ接続してください 

kt配線は該当ユニットのM端子へ接続してください 

lt配線は該当ユニットのN端子へ接続してください 

注意２ ： 4芯シールド線（１.２５mm２程度） 
           を使用してください※                   

＊５０ｍ以上の場合には２芯シールド線を 
 ２本使用してください（最長１００ｍまで） 

ＺＣＴのＫ側の 
ゴムホルダ端子へ 

ＺＣＴのＬ側の 
ゴムホルダ端子へ 

注意３ ：分割型ＺＣＴには試験端子（ Ｋｔ端子－Ｌｔ端子）がありません 
            ゴムホルダを使用する場合のＫｔ－Ｌｔ配線は、ゴムホルダの 
            試験端子 へそれぞれ接続してください。 
       ゴムホルダの試験端子は、ＺＣＴのＫ側をＫｔとし、ＺＣＴのＬ側をＬｔとして 
       取り扱ってください。 



⑥  ゴムホルダ用分割型ＺＣＴ（フィーダ取付時） 

注意１ ： ＺＣＴの極性は 

           変圧器側→Ｋ 
         負荷側   →Ｌ 
               となります 

負荷へ 

変圧器 

Ｔ  Ｓ  Ｒ 

フィーダ 

ＺＣＴ 

ｌ ｋ 

注意３ ：分割型ＺＣＴには試験端子（ Ｋｔ端子－Ｌｔ端子）がありません 
            ゴムホルダを使用する場合のＫｔ－Ｌｔ配線は、ゴムホルダの 
            試験端子 へそれぞれ接続してください。 
       ゴムホルダの試験端子は、ＺＣＴのＫ側をＫｔとし、ＺＣＴのＬ側をＬｔとして 
       取り扱ってください。 

ＺＣＴのＫ側の 
ゴムホルダ端子へ 

ＺＣＴのＬ側の 
ゴムホルダ端子へ 

ゴムホルダ 

－7－ 

分割型ＺＣＴにはＫ－Ｌ端子が２箇所ありますが、片側の端子はショートバーで短絡されていますので絶対に取り外さないでください 

シールドアースは該当ユニットの 

SHLD端子へ接続してください 

（ＺＣＴ側では行わないで下さい） 

k配線は該当ユニットのK端子へ接続してください 

l配線は該当ユニットのL端子へ接続してください 

kt配線は該当ユニットのM端子へ接続してください 

lt配線は該当ユニットのN端子へ接続してください 

注意２ ： 4芯シールド線（１.２５mm２程度） 
           を使用してください※                   

＊５０ｍ以上の場合には２芯シールド線を 
 ２本使用してください（最長１００ｍまで） 



⑦  重畳変成器ＣＣＴ－３０ 

注意３：重畳変成器は必ずＢ種接地線に 

          取付けてください 
           電圧発生器１台で複数のトランスを監視 
     する場合には、分岐前のB種接地線の大元に 
     設置してください。 
     B種接地極が別の場合にはB種接地極毎に 
     電圧発生器が必要となります。 
 
      

注意２ ： ＣＣＴ－３０の極性は 

             変圧器側→Ｌ 
          接地極側→Ｋ 
               となります 

注意１ ： ＺＣＴとＣＣＴ－３０とは 

              約５０cm以上離してください 

注意４ ： Ｋ－Ｌ配線は２mm２程度の２芯ＣＶを使用してください 

             ＩＶ線によるバラ配線は避けてください 

     （ＩＶ線を使用する場合は、必ずツイストにしてください） 

Ｌ配線は絶縁監視電圧発生器ＩＧＲＳ－５００の 

Ｌ端子へ接続してください 

Ｋ配線は絶縁監視電圧発生器ＩＧＲＳ－５００の 

Ｋ端子へ接続してください 

Ｂ種接地工事 

ｋ
 
ｌ 

Ｋ
 

重畳用変成器 
ＣＣＴ－３０ 

ちょうじょう 

重畳部 
共通Ｂ種接地線 

変圧器 変圧器 

ＺＣＴ Ｋ
 

ＺＣＴ Ｋ
 

Ｂ種接地線 Ｂ種接地線 

－8－ 



⑧  基準電圧入力線（ＮE線） 

絶縁監視用基準電圧線（Ｎ線）は各ユニットの 

ＮE端子へ接続してください 

変圧器 

Ｂ種接地線 

重畳部 
共通Ｂ種接地線 

注意１ ：絶縁監視用基準電圧線（Ｎ線）は 

              ＣＣＴ－３０のＬ側のＢ種接地線 
           に接続してください 

ちょうじょう 

Ｋ
 

Ｂ種接地工事 

変圧器 

Ｂ種接地線 
フィーダ 

ＺＣＴ Ｋ
 

ＺＣＴ Ｋ
 

個別引出し 個別引出し 

一括引出し 

一括引出し・個別引出し 
どちらでも可 

Ｌ側 

Ｋ側 

 
 

ＣＣＴ－３０のＫ側（接地極側）では 
システムが正常に動作しません 

（電圧発生器が共通な場合には 
 NEの渡り配線が可能です。） 

Ｔ  Ｓ  Ｒ 

ＺＣＴ 

Ｌ
 

－9－ 

重畳用変成器 
ＣＣＴ－３０ 



絶縁監視装置誤配線事例 

キュービクルA キュービクルB 

○ × 

B種接地 

CCT-30 

重畳用変成器CCT-30はB種接地線の分岐点より接地極側に設置してください。 

基準電圧信号がキュービクルBには印加されず異常警報が発生します。 

キュービクルA キュービクルB 

B種接地 

CCT-30 絶縁監視装置 絶縁監視装置 絶縁監視装置 絶縁監視装置 

正常動作 正常動作 正常動作 異常警報 

ZCT ZCT ZCT ZCT ZCT ZCT ZCT ZCT 

CCT-30のL側から分岐させてください。 

K 

L 

L 

K 

× 



絶縁監視装置誤配線事例 

キュービクルA キュービクルB 

○ × 

B種接地 

CCT-30 

ZCT－絶縁監視装置間には全ての区間において多芯ケーブルを使用しないでください。 

計測値に誤差を生じる可能性があります。 

絶縁監視装置 

キュービクルA キュービクルB 

B種接地 

CCT-30 

絶縁監視装置 

２芯又は４芯シールドケーブル 多芯シールドケーブル 

２芯又は４芯シールドケーブル ２芯又は４芯シールドケーブル 

多芯シールドケーブル 

○ × 

ZCT ZCT ZCT ZCT ZCT ZCT ZCT ZCT 



絶縁監視装置誤配線事例 

キュービクルA キュービクルB 

○ × 

B種接地 

CCT-30 

基準信号取込端子NEはCCT-30より負荷側から取り出してください。 

また、電圧発生器が複数台設置されている場合には、監視対象電路に加えられている 

基準電圧信号を監視ユニットのNE端子に入力してください。正常に動作いたしません。 

絶縁監視装置 

NE 

絶縁監視装置 

キュービクルA キュービクルB 

B種接地 

CCT-30 

絶縁監視装置 
NE 

絶縁監視装置 

× × 

○ ○ 
NE 

K 

L 

K 

L 

K 

L 

K 

L 



絶縁監視装置誤配線事例 

キュービクルA キュービクルB 

○ × 

B種接地 

CCT-30 

絶縁監視装置を専用の収納盤に設置した場合や接地端子盤などに設置した場合には必ず盤を接地してください。 

基準信号が取込めず異常警報や測定精度不良が発生します。 

絶縁監視装置 

キュービクルA キュービクルB 

B種接地 

CCT-30 

盤アース未接続 

接地端子盤又は絶縁監視装置盤 

絶縁監視装置 

接地端子盤又は絶縁監視装置盤 

○ × D種接地 



お問合せ 
 

ミドリ安全株式会社 
電気計測事業部 

 
電話：03-5742-7211 
FAX：03-5742-7214 


